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近年，地理空間情報活用推進基本法の施行により，持続的な地理空間情報の整備と新たな活用への対応

に対する取り組みが推進されている．こうした取り組みの一環で，浸水被害の予測や土砂災害の危険性の

調査等の高度化を目的にDEMデータが公開されている．しかし，これらの地理空間情報の整備には，人手

が必要となり手間やコストがかかる．そのため，自動で地物の時系列変化を抽出する手法の確立が切望さ

れている．このような状況の中，無人航空機（UAV）は，安価であり，撮影に専門的知識を必要としない

という利点があることから，非常に注目されている．そこで，本研究では，UAV画像とDEMデータを用

いることで地物の時系列変化を抽出する手法の構築を目指す． 
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1. はじめに 
 
近年，地理空間情報活用推進基本法の施行により，持

続的な地理空間情報の整備と新たな活用への対応に対す

る取り組みが推進されている．こうした取り組みの一環

として，国土交通省では，浸水被害の予測や土砂災害の

危険性の調査等の高度化を目的に，詳細な地形データで

あるDEMデータの無償提供を行っている．これらの地

理空間情報の整備には，地物の時系列変化を把握し，情

報を更新する必要がある．しかし，この作業には人手が

必要となり手間やコストがかかる．そのため，自動で地

物の時系列変化を抽出する手法の確立が切望されている．

既存研究としては，航空LPデータや衛星画像を用いて

時系列的な変化を抽出する研究1) 2)がある．しかし，航空

機や衛星といった計測機器は非常に高価であり，小規模

な災害の場面などにおいて計測を行うには費用対効果が

悪い．このような状況の中，無人航空機（UAV）は，

安価であり，撮影に専門的知識を必要としないという利

点があることから，非常に注目されている．しかし，

UAVは最近普及し始めた計測機であるため，UAVを利

用した研究事例は極めて少ない．そこで，本研究では，

安価で手軽に計測できるUAVと誰もが利用可能な既存

資料であるDEMデータを用いることで，地物の時系列

変化を抽出する手法の構築を目指す． 
 
 

2. 研究の概要 
 
 本研究では，UAVから取得した点群データとDEMデ

ータを用いて，地物の時系列変化を抽出するシステムを

開発する．本システムの概要を図-1に示す．本システム

は，(1)位置補正機能，(2)時系列変化抽出機能から構成 
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される．入力データは，UAVから取得した点群データ

とDEMデータとし，出力データは，時系列変化のあっ

た地物とする．なお，UAVから取得した点群データは，

UAVで撮影した画像からPix4UAVというソフトウェアで

生成した点群データとする．また，DEMデータは，国

土地理院が提供している5m間隔のデータを使用する．  
 
(1) 位置補正機能 

UAVから取得した点群データ（UTM座標系）とDEM
データ（世界測地系の経緯度座標）は座標系が異なり，

直接重ね合わせることはできない．そこで，本機能では，

点群データを経緯度座標に変換することで位置補正する． 
 
(2) 時系列変化抽出機能 

本機能では，UAVから取得した点群データとDEMデ

ータを同一の投影面上において比較することで，データ

形式に依存しない時系列変化の抽出を可能にする．具体

的には，まず，座標空間上に投影面を定義する．次に，

投影面の各座標に対して，垂線を定義し，その垂線と最

も近い点を選出する．そして，選出点を通過し，垂線と

直行する交点を求め，その交点と投影面までの距離を算

出する．これをそれぞれのデータに対して行い，距離を

比較することにより時系列変化の抽出を行う． 
 
 
3. 実証実験と考察 
 
 本手法の有用性を確認するため，UAVからの撮影デ

ータとDEMデータを用いてシステムの実証実験を行う． 
 
(1) 実験内容 
本実験では，マイクロドローンズ社が提供するUAV

（Microdrones md4-1000）を用いて，千葉県木更津市の

You-Port木更津（図-2）上空にて撮影したデータ（表-
1）を使用した．なお，撮影データには，自動車や建物

が写っており，これらを時系列変化として抽出するため

に，変化判定時の距離差を1m以上に設定した． 

 
(2) 結果と考察 
実験結果（図-3）から，自動車，建物，森林の領域が

時系列変化として抽出されていることが確認できた．実

験を行った場所は，地殻変動などによる大きな地形変化

が起こっていないため，これらの領域のみが抽出された

のは正しい結果であるといえる．また，森林などが時系

列変化として抽出されたのは，地物を取り除いたDEM
データを使用したためである．そのため，森林の高さの

比較を行いたい場合は，地物を除いたグラウンドデータ

以外のデータを使用することで解決できると考えられる．

なお，森林の判読を行う場合は，DEMデータを用いる

ことが有用であることが分かった．また，地表面の比較

を行いたい場合は，UAVに搭載する機器をレーザなど

に変更することで比較することができると考える． 
 
 
4. おわりに 
 
 本研究では，UAV画像とDEMデータを用いて，地物

の時系列変化を抽出する手法を構築し，UAV画像が時

系列変化の抽出に有用であることを示した．今後は，

UAVに搭載する機器や比較するデータを変更し，実験

を行う予定である．  
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入力
• UAVから取得した点群データ
• DEMデータ

出力 時系列変化のあった地物

本システム

（1） 位置補正機能

（2） 時系列変化抽出機能

 
図-1 本システムの概要 

 

 

図-3 実験結果 
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図-2 実験場所 
 

表-1  UAV搭載デジタルカメラの撮影データ 
カメラ名 OLYMPUS PEN E-P1 

画像サイズ 4032px×3024px 

地上分解能 約0.075m 

対地高度 約300m 

撮影枚数 20枚 
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